
　　
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
耕
作
者
及
び
切

り
手
作
業
員
の
高
齢
化
問
題
に
つ

い
て
、
町
と
し
て
早
急
な
取
り
組

み
が
必
要
と
思
う
が
。

　
農
業
戸
数
、
栽
培
面
積
、
出
荷

量
と
も
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
部
会
の
平
均

年
齢
は
68

歳
と
な
っ
て
お
り
、
他

の
部
会
と
比
較
し
て
10

歳
以
上
の

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
農
業
全
般
へ
の
補
助
事
業
等
を

活
用
し
、
実
施
し
て
い
く
こ
と
は

当
然
だ
が
、
新
規
就
農
者
に
も
取

り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
農
地
を
集
約
し
専
業
的

な
農
家
の
育
成
を
目
指
す
の
か
、

兼
業
農
家
を
中
心
と
し
た
担
い
手

を
育
成
す
る
の
か
、
産
地
と
し
て

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
部
会
等
を

通
し
て
把
握
し
て
い
く
。
若
い
漁

業
者
を
含
め
、
陸
と
沖
と
の
複
合

経
営
の
モ
デ
ル
を
し
っ
か
り
と
作

り
上
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

　
切
り
手
作
業
員
の
高
齢
化
も
一

層
進
ん
で
お
り
、
切
り
手
の
確
保
、

機
械
化
等
必
要
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
労
働
条
件
を
考
え
る
と
人
的

確
保
は
困
難
と
考
え
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
部
会
と
協
議
し
連
携
を

図
っ
て
い
き
た
い
。 　　　　

深
海
は
え
縄
漁
に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
の
担
い
手
の
た
め
、
漁

具
の
改
良
、
先
進
地
学
習
、
今
以

上
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み
が

で
き
な
い
か
。
漁
場
の
管
理
に
つ

い
て
も
併
せ
て
問
う
。

　
漁
具
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
の

創
意
工
夫
で
作
ら
れ
て
い
る
。
漁

具
の
改
良
、
新
た
な
技
術
、
仕
掛

け
な
ど
は
、
視
察
研
修
が
一
番
習

得
の
機
会
だ
と
思
う
。
今
年
に
つ

い
て
は
長
崎
県
等
を
予
定
し
て
い

る
。
県
の
漁
業
振
興
課
の
力
を
借

り
て
、
先
進
地
の
視
察
先
を
検
討

し
て
い
く
。

　
ブ
ラ
ン
ド
化
も
活
力
再
生
プ
ラ

ン
の
中
で
漁
業
者
と
共
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
現
在
、
全
国
の
市
場

か
ら
高
評
価
を
頂
い
て
い
る
。

　
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、

ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
、
向
上
に
努
め

て
い
く
。

　
漁
場
に
つ
い
て
は
、
大
臣
許
可

制
な
の
で
、
情
報
収
集
を
し
て
現

状
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

ラッキョウ

後
継
者
・
高
齢
者
対
策
を
急
げ

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
部
会
と
協
議
連
携

町政を町政を
８議員が質問・提案を

漁業振興対策

深
海
は
え
縄
漁

　
　
ブ
ラ
ン
ド
化
を

 

維
持
、
向
上
に

　
　
　
　 

努
め
る

おくもと

澳本　哲也  議員
てつや

宮
地
　
農
業
振
興
課
長

松
田
　
副
町
長

瓶詰めされた
“ラッキョウ

”

深海の高級魚“赤モツ
”
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